
令和２年度 第１回区自治協議会会長会議

日  時 令和２年８月２０日（木）午後３時３０分 ～ 午後４時４０分 

会  場  新潟市役所 分館５階 １－５５５会議室 

出 席 者 
会  長 

松田 正實 北区会長、後藤 岩奈 東区会長、 

外内 光春 中央区会長、小林 勲 江南区会長、 

金子 洋二 秋葉区会長、小田 信雄 南区会長（座長）、 

下川 照雄 西区会長、長井 正雄 西蒲区会長 

事務局等 市民生活部長、市民協働課長ほか 

傍 聴 者 なし 

主な議題

１ 開会 

・コロナ禍における各区自治協議会の現状及び課題について話し合い、今後

に生かすという今回の会議の開催趣旨について、座長から説明がありまし

た。 

２ 議題１ 各区自治協議会の現状と課題について 

・各区自治協議会の現状と課題について、各会長から概ね以下のとおりの報

告を行いました。 

【各会長からの報告】 

（北 区） 

 ・３月の全体会議は中止、４、５月は書面開催とした。なお、総務部会の

み４月に開催し、新区長と今後の開催方法等について意見交換した。 

 ・運営ガイドラインを定め、全体会議・部会のレイアウト変更等を行った。

 ・令和２年度自治協提案事業の検討にあたり、委員が積極的に関われるよ

う、各部会で１事業を実施することに変更した。実施については、７月

からようやく動き出しているが、全体的に遅れている。 

 ・事務局からの報告案件が多かったこともあり、委員から「自由に発言し

にくい」との意見があったため、７月の会議からそのような場を設け、

意見の聴き方について改善を図った結果、発言者が増加した。 

 ・約７割が今期の新任委員であるため、昨年度の事業実施にあたっては、

委員の間に迷いがあった。委員の改選期については、その点に関してど

う工夫していくかが課題である。 

（東 区） 

 ・全体会議及び部会ともに３月は中止、４、５月は書面開催、６月から工

夫しながら再開した。感染拡大を防止するため、スクール形式のレイア

ウト、机は一人一台、マスク着用などの対策を行った。 

 ・自治協提案事業については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

イベントの実施は困難であると考えられることから、普及啓発事業の実

施を検討し、リーフレットの作成等に重きを置いている状況である。ま

た、市内中学校の各種大会等が中止になったことから、区役所内の施設

を活用して、音楽部の発表会や区内３つの中学校の美術部による作品展

を区役所のエントランスで行っている。 

 ・今後については不透明であり、かつ予算執行に大きな変更があるため、

その対応が課題である。 



（中央区） 

 ・全体会議は２月中止、３～５月は書面開催とし、部会は３～５月は中止

とした。 

・６月からはガイドラインを定めたうえで全体会議を再開した。具体的な

対策としては、手指消毒や検温、マスクの着用、広い会場での開催、議

長席及び説明者席への透明のアクリル板設置等を行っている。また、部

会についても６月から再開した。 

・自治協提案事業は活動内容の変更や制限を強いられているが、軌道修正

をしながら進めている。例えば、提案型協働事業では、申請があった事

業も中止となった状況なので、コロナ禍においても実施可能な事例を紹

介し、本事業を活用してもらう情報発信に努めている。また、新潟の歴

史から学ぶ防災まち歩きをモデル小学校と実施し、事例をパンフレット

にまとめる予定だったが、部会員のみでまち歩きをして作成する予定で

ある。 

・今後の課題として、市内で感染拡大した場合に、会議開催の難しさや自

治協提案事業実施における更なる制限や見直しなど、課題が多くあると

感じている。 

（江南区） 

 ・各コミ協、自治会のイベントが中止となっている。自治協の全体会議及

び常任部会については、３月から書面開催としており、４月に特別部会

を開催し、今後についても書面開催とすることとしたが、市内の感染状

況が落ち着いてきたことから、６月から全ての会議を再開している。 

 ・会議ではより広い会場を使用している。時間短縮により発言が減ったほ

か、席の間隔を広くとるため机が配置できず、メモが取りづらいとの声

がある。 

 ・自治協提案事業では、予定していた事業が全て中止となっているが、代

わりとして、どのような事業を展開していくのかを各部会で検討してい

る。なお、広報紙については発行できている状態である。 

 ・先行き不透明で感染症と共存していかなければならないが、事業の実施

にあたっては、今まで以上に密接な連絡体制を執らなければならない。

（西蒲区） 

 ・４、５月の全体会議を書面開催とした。 

 ・区全体の動きとして、区内のテイクアウト情報をまとめたチラシが発行

された。緊急事態においては、自治協が区全体を巻き込んだ行動をして

いくべき。 

 ・課題としては議論の活性化が挙げられる。書面開催の中で、発言しやす

くなる工夫を求める意見があったほか、今年２月に実施したグループデ

ィスカッションでは、小グループ型のレイアウトを希望する意見があっ

たが、感染症の影響により導入には至っていない。 

・全体会議前に部会を開催することで、時間に縛られず意見が出やすくな

ることを期待して、その試験的導入を次回の全体会議で提案予定である。

・自治協提案事業は、一部中止や規模の縮小が続いているため、予算をも

っと有効に使うべきとの意見が多くの委員から出ている。 

（西 区） 

 ・３～５月の全体会議は休会、部会は５月のみ書面により開催し、それ以

降は両会議ともに通常開催することとした。従来の方式ではなく、大会



議室を使ってスクール形式で開催している。 

 ・課題としては、感染症の収束が見えないなか、会議のリモート開催がで

きる仕組みが必要と考える。 

 ・自治協提案事業について、「支えあいの大切さを広める標語等の募集」

では、現場を回ってPRできないため、自治協広報紙により宣伝してい

る。「地域課題解決に向けた事業募集」では、新川の魅力発信に関する

事業を採択し、QRコードを活用したPRを進めている。「西区アートフ

ェスティバル」はオンライン開催を検討している。 

 ・地域の諸団体の活動が停滞しているなか、委員一人ひとりが地域課題に

寄り添って、知恵を出し合い活動を続けていくべき。 

（秋葉区） 

 ・全体会議は３～５月まで書面開催、６月からレイアウトを変更して開催

している。活発な意見交換が行われ、開催時間が３時間に及んでいる。

 ・４月に委員向けの緊急アンケートを行い、その結果をもとに協議した結

果、自治協の本旨である多様な意見の取りまとめが重要であるとのこと

から、公共施設や各委員の選出団体に意見箱を設置することとした。 

 ・自治協提案事業については、部会の会議を欠かさなかったことから順調

に進んでいる。「きらめきサポートプロジェクト」では、２件の応募が

あり採択した。現在、予算的に余裕があるため二次募集をかけている。

 ・課題としては、今年度事業「秋葉区区民幸福度調査」について、この状

況では特殊な結果が出る可能性があるため、事業自体が止まっている。

 ・部会ごとに議論は進んでいるが、人を集めて何かすることが難しい中で、

具体的に何をしていくかが見出せていない状況である。 

 ・会議の開催方法を工夫する必要がある。「withコロナ」に対応した自治

協のあり方をこの機会に検討できればと思う。 

（南 区） 

 ・全体会議について、３～５月は書面開催、部会は通常どおり開催した。

 ・６月からの再開にあたってはレイアウトを変更し、７月には出張所等で

出席者のリモート出席を試験的に行った。 

・全体会議では、コロナ禍における区バスの運営や区政の点検及び評価に

について、新たな展開を加味しながら議論している。 

・自治協提案事業について、「まちづくり活動サポート事業」では事前説

明会に１０団体の出席があったものの、感染症の影響により３団体の申

請にとどまり、２団体の採択となった。そのうちの一つは、若者の団体

によるインターネットを活用した事業で現在、取組みを進めている。も

う一方は、女性が主体となった様々な媒体を活用した食生活の改善を図

る事業で、新たな視点による動きが出てきている。 

【意見交換】 

 ・各区自治協議会の現状と課題を踏まえ、コロナ禍における防災対策等に

ついて、意見交換を行いました。 

 ・座長より、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、下記３つの課題

に対する解決策等について各区自治協議会で検討し、１２月中旬に開催

予定の会長会議で集約することが提案され、了承されました。 

①会議の開催方法、それによる新たな体制・運営の確立について 

②自治協提案事業のあり方について 

③防災強化に向けた、自治協の役割について 



３ 議題２ 区自治協議会（第７期）の振り返り資料について 

 ・期末ごとに作成している「区自治協議会の振り返り」資料に、本会長会議

で集約することとされた課題解決策等を盛り込むことについて、座長から

説明がありました。 

・同振り返り資料の作成スケジュールについて、事務局から説明した後、区

自治協議会と市長との懇談会等について意見交換を行いました。 

４ 議題３ その他 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の全体委員研修会を中止

とすることについて、事務局から説明がありました。 

会議資料

❐次 第 

❒資料１：令和２年度 区自治協議会提案事業（概要） 

❒資料２：区自治協議会（第6期）を振り返って ～成果と課題～ 

 ※詳細については、後日、改めて掲載いたします。 


